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◎道徳・人権教育の充実
〇いじめの未然防止、早
期発見
〇仲間づくりの実施

豊かな心の育成

・給食の時間が楽しいと
感じる（児童90％）
・積極的に運動を行うよ
うに計画し、場を設定し
た（教師90％）

・学校は教育活動や子どもの
様子を保護者に分かりやすく
伝えている（保護者90％）
・学校は、保護者や地域と連
携を図り、PTA活動や行事等
を行っている。（保護者85％）

・学校が楽しいと感じる
（児童９６％）
・命の大切さや社会のき
まりを教えてもらっている
（児童９９％）
・いじめの解消率100％

・学校は各種たよりを定期的に発
行するとともに、学校のホーム
ページに学校の活動の様子を挙
げ、取組や現状について発信す
る。
・コミュニティースクールとして地
域の人材を活用し、学校の活性
化を図る。

・道徳の時間を充実させ、全て
の教科で人権の大切さを感じ
取らせる指導をする。
・いじめアンケートを実施し、
早期発見・早期対応に努め、
気になる子どもについては聞
き取り調査を行った。
・情報モラルやネット社会に潜
む危険について保護者と児童
に学ぶ機会を設けた。

・学校が楽しいと感じる
（児童95％）
・命の大切さや社会のき
まりを教えてもらってい
る（児童95％）
・いじめの解消率100％

令和５年度　自己評価書
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教育目標

作成日 令和　６　年　３　月　１　日

・授業改善に取り組むこ
とができた（教師８５％）
・毎日の勉強が分かる、
子供主体の授業を実践
したと思う（児童８８％・
教師９０　％）

・授業改善に取り組むこと
ができた（教師90％）
・毎日の勉強が分かる(児
童90％）
・子供主体の授業を実践し
たと思う（教師90％）

心豊かで、たくましく生きる子どもを育てる

校長氏名

本年度の取組についての評価

◎体力向上の推進
◎基本的生活習慣の確
立
〇危機回避能力の育成

◎家庭・地域との連携充実
◎コミュニティースクールと
して地域の資源活用の推
進

・道徳の授業改善を図り、
豊かな心の育成に努める。
・いじめアンケートを月に一
回実施し、いじめの未然防
止、早期発見に努める。

・学校便りを毎月地域に配布
し、学校のホームページに活
動の様子を挙げ発信した。
・育友会が中心となって夏祭り
を行った。地域の方にも参加
していただいた。
・１５０周年記念行事もあり、
地域の方との交流が増えた。
・登下校時の見守りに地域の
方も参加いただいている。

伊澤　真佐子

健やかな体の育成 地域とともにある学校

◎基礎・基本の確かな定
着
◎子供主体の授業の推
進
〇家庭学習の定着
〇読書活動の推進

確かな学力の向上

学校前の道路が狭いので、雨の日の送迎の車が多くなると、交通事故の心配があり、地域にも迷惑がかかることが
ある。

その他の課題

・給食の時間が楽しいと
感じる（児童９６％）
・積極的に運動を行うよ
うに計画し、場を設定し
た（教師８７％）

・学校は教育活動や子どもの
様子を保護者に分かりやすく
伝えている（保護者７５％）
・学校は、保護者や地域と連
携を図り、PTA活動や行事等
を行っている。（保護者８１％）

・子供に資質・能力をつけ
るための授業を行い、ICT
の活用も推進していく。
・和歌山市の客員指導主
事の山本紀代先生を指導
助言書として招聘する。

・算数科の授業を中心に
「思考力・表現力」を育てる
授業に取り組んだ。教具や
ICTを活用した授業改善に
も取り組んでいる。
・家庭学習の手引きを考
え、家庭学習の意欲付けと
した。
・学びタイムの金曜日は読
書の時間にしている。

・栄養黒板を全クラスに配り、
毎回、給食を食べる前に献立
を栄養別に食材で示してい
る。
・広い運動場や名草山を利用
した外遊びを推進した。
・避難訓練や交通安全教室、
不審者対応訓練を通して、危
機回避能力を高めるように計
画した。

・栄養について学ぶ機会をもち、
食育を進めていく。
・体力向上のために、外遊びを積
極的に取り入れる。
・危機回避能力を高めるために、
避難訓練を定期的に計画する。


